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議案番号 件　　名 結　果
条例に関する議案

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて（滑川町税条例等の一部を改正する条例） 全員賛成

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（滑川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 全員賛成

議案第32号 滑川町町長等の給与等に関する条例の特例に関する条例の制定について 全員賛成

議案第33号 滑川町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第34号 滑川町議会議員及び滑川町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第35号 滑川町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第36号 滑川町ひとり親家庭等の医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第37号 滑川町重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第38号 滑川町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

予算に関する議案

議案第39号 令和４年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の議定について 全員賛成

議案第40号 令和４年度滑川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 全員賛成

議案第41号 令和４年度滑川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 全員賛成

議案第42号 令和４年度滑川町水道事業会計補正予算（第１号）の議定について 全員賛成

その他の議案

議案第43号 町道路線の廃止について 全員賛成

議案第44号 町道路線の認定について 全員賛成

第２３2回滑川町議会定例会　審議結果一覧

　第232回６月定例会は、６月７日から13日までの会期日程で開催され、15件の議案が審議され原案通り可　第232回６月定例会は、６月７日から13日までの会期日程で開催され、15件の議案が審議され原案通り可
決されました。決されました。
　一般質問では４人の議員が町の施策や考えを質しました。　一般質問では４人の議員が町の施策や考えを質しました。

第２32 回 滑川町議会６月定例会
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宮
前
小
の
プ
ー
ル
新
設
か
、

民
間
委
託
か

Q
債
務
負
担
行
為
に
水
泳
指
導

の
充
実
推
進
事
業
が
あ
り
、
限
度

額
と
し
て
委
託
契
約
に
よ
り
決
定

し
た
額
と
あ
る
。
限
度
額
を
考
え

る
上
で
宮
前
小
の
プ
ー
ル
建
設
額

を
出
す
こ
と
は
必
要
と
考
え
る

が
、
宮
前
小
の
プ
ー
ル
設
備
計
画

の
段
階
は
。

A
公
共
施
設
整
備
・
令
和
４
年

の
個
別
施
設
計
画
・
第
５
次
総
合

計
画
で
は
「
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
整

備
を
検
討
す
る
」
等
の
書
き
方
を

し
て
い
る
。
令
和
３
年
３
月
の

議
会
で
プ
ー
ル
撤
去
撤
廃
の
方
向

で
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
を
し
て

い
る
。
新
設
と
民
間
委
託
と
コ
ス

ト
比
較
し
、
検
討
す
る
。

要望 

長
期
的
な
計
画
が
必
要
な

話
。
施
設
整
備
計
画
と
併
せ
た
コ

ス
ト
比
較
を
十
分
に
し
て
検
討
す

べ
き
だ
。

宮
前
小
の
プ
ー
ル
と
水
泳

授
業
の
今
後
の
構
想
は

Q
検
討
中
の
構
想
を
伺
う
。
民

間
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
募
集
と

の
こ
と
だ
が
事
業
者
に
ど
の
よ
う

に
委
託
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

A
宮
前
小
の
プ
ー
ル
が
今
年
度

の
点
検
で
も
配
管
の
漏
水
な
ど
見

つ
か
り
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
長
期
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
護
者
も
含
め
た
水
泳

指
導
の
在
り
方
検
討
会
で
は
、
水

泳
指
導
の
充
実
は
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
当
面
５
年
間
は

民
間
で
と
考
え
て
い
る
。
委
託
す

る
も
の
と
し
て
は
、移
動
の
手
段
、

水
泳
の
指
導
だ
。
安
全
監
視
の
為

教
員
も
一
緒
に
指
導
す
る
。指
導・

安
全
管
理
な
ど
多
く
の
教
員
を
移

動
さ
せ
る
と
そ
の
間
の
学
校
の
授

業
が
で
き
な
く
な
る
。
民
間
と
教

員
と
の
チ
ー
ム
で
指
導
に
当
た

る
。
移
動
回
数
を
減
ら
す
た
め
１

回
の
授
業
を
２
コ
マ
使
っ
て
の
指

導
と
す
る
。
１
コ
マ
45
分
な
の
で

90
分
の
枠
の
中
で
授
業
を
行
う
。

要望 

危
惧
す
る
の
は
公
教
育
を
民

営
化
、
委
託
化
す
る
と
い
う
こ
と

が
ど
う
な
の
か
と
い
う
点
。
民
間

は
商
業
ベ
ー
ス
で
や
る
、
こ
れ
か

ら
検
証
し
て
ほ
し
い
。

補
聴
器
補
助
の
予
算

10
万
円
は
少
な
い
の
で
は

Q
予
算
10
万
円
で
ひ
と
り
２
万

円
を
５
人
分
と
い
う
の
は
少
な

い
が
。

A
す
で
に
実
施
の
市
の
実
績
を

参
考
に
し
た
。
そ
の
実
績
を
見
る

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
２
万

８
０
０
０
人
の
う
ち
利
用
者

８
名
～
14
名
、
平
均
11
名
。
滑
川

町
の
高
齢
者
数
は
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
４
５
１
０
人
、
今
年
度

は
年
度
途
中
か
ら
の
開
始
と
な
る

為
利
用
者
５
名
の
予
算
と
し
た
。

実
績
に
基
づ
き
必
要
な
場
合
は
補

正
で
対
応
し
て
い
く
。

中
学
校
部
活
動
の
外
部
指

導
は

Q
町
は
、中
学
校
の
部
活
動
（
女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
）
に
外
部
指

導
者
を
導
入
す
る
。
国
は
昨
年
中

学
校
部
活
動
改
革
の
推
進
費
、
指

導
員
の
増
員
配
置
等
進
め
て
い

る
。
国
・
県
か
ら
の
支
援
は
。

A
国
で
は
今
、
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
を
進
め
て

い
る
が
、
国
・
県
か
ら
の
具
体
的

な
指
示
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
も
来

て
い
な
い
状
況
。
町
と
し
て
は
、

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
型
」
の
ク
ラ
ブ

で
部
活
動
す
べ
て
を
お
願
い
す
る

よ
う
な
所
も
無
い
状
況
な
の
で
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
町
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
進
め
て
い
く
。

中
・
小
企
業
、
個
人
事
業

主
経
営
サ
ポ
ー
ト
委
託
は

Q
経
営
・
セ
ミ
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト

は
今
ま
で
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
昨
年
度
も

行
っ
て
い
た
。
今
年
度
は
商
工
会

が
国
交
付
金
を
利
用
し
４
月
か
ら

１
月
ま
で
実
施
予
定
で
あ
る
。
そ

の
後
の
２
か
月
間
に
つ
い
て
は
町

が
商
工
会
に
委
託
し
、
年
間
を
通

じ
て
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
窓
口
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

Q
セ
ミ
ナ
ー
研
修
を
行
う
こ
と

に
よ
る
期
待
は
。

A
コ
ロ
ナ
禍
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
る
中
で
、
事
業
の
継

続
を
望
む
方
の
た
め
の
融
資
に
関

議
案
審
議

議
案
審
議

ＱＱ
＆＆
ＡＡ

滑川中学校プール

宮前小学校プール

月の輪小学校プール

福田小学校プール
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す
る
こ
と
や
交
付
金
の
利
用
の
方

法
等
の
相
談
窓
口
を
設
け
、
応
援

し
、
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る

電
子
図
書
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
手
厚
く

Q
地
域
広
域
電
子
図
書
館
シ
ス

テ
ム
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
文
字

の
拡
大
機
能
や
音
声
読
上
げ
機
能

な
ど
視
力
が
弱
い
方
や
視
覚
障
害

の
あ
る
方
向
け
の
機
能
を
重
視
す

べ
き
と
考
え
る
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

や
端
末
の
貸
出
は
で
き
る
の
か
。

A
来
館
し
て
の
利
用
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
端
末
に
つ
い
て
は
揃

え
て
い
き
た
い
。

要望 

電
子
図
書
整
備
の
価
値
を
高

め
る
た
め
に
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
の
端
末
の
貸
出
な
ど
、
紙
の

本
を
読
む
こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る

方
へ
の
利
用
価
値
向
上
の
視
点
も

入
れ
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。

温
泉
券
の
他
に
も
補
助
利

用
先
を
広
げ
る
べ
き

Q
長
寿
ふ
れ
あ
い
温
泉
入
浴
補

助
金
を
今
、
新
規
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
を
進
め
て
い
る
中
で
、
高
齢

者
は
リ
ス
ク
の
高
い
集
団
で
、
入

浴
場
は
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所

だ
。
理
髪
店
等
の
地
域
に
還
元
で

き
る
地
域
商
品
券
の
よ
う
な
選
択

を
せ
ず
、
新
規
に
入
浴
券
と
い
う

の
は
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

A
高
齢
者
福
祉
事
業
の
検
討
委

員
会
の
中
で
決
ま
っ
た
こ
と
。
ふ

れ
あ
い
温
泉
券
が
な
く
な
っ
て
寂

し
い
と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
中
で
決
ま
っ
た
。

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
は

Q
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
詳
し

く
伺
う
。

A
景
気
回
復
に
万
全
を
期
す
た

め
、
土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
に
限
り
商
業
地
等
に
か

か
る
課
税
標
準
の
上
昇
幅
現
行

５
％
を
２
・
５
％
と
す
る
も
の
。

国
保
税
の
限
度
額
の
引
き

上
げ
の
影
響
は

Q
限
度
額
引
き
上
げ
が
毎
年
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
の
は
何
人
か
。

ま
た
、
限
度
額
相
当
の
収
入
は
ど

の
く
ら
い
か
。

A
令
和
３
年
度
ベ
ー
ス
で
限
度

額
65
万
円
の
場
合
は
25
世
帯
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
に
お
け
る
課
税

限
度
額
20
万
円
の
場
合
は
28
世

帯
。
相
当
す
る
収
入
は
医
療
分

の
限
度
額
相
当
で
は
単
身
で

１
１
３
０
万
円
、
後
期
高
齢
支
援

分
は
単
身
で
１
１
０
０
万
円
。

Q
こ
の
間
、
連
続
し
て
上
が
っ

て
い
る
。
国
保
な
の
だ
か
ら
基
本

は
国
自
治
体
が
面
倒
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
分
野
で
は
な
い
の

か
。
住
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
す
る

事
態
が
続
い
て
い
る
中
で
住
民
負

担
が
押
し
付
け
ら
れ
る
政
策
に

な
っ
て
い
る
。

A
令
和
２
年
度
に
引
き
上
げ
、

今
回
２
年
経
過
し
て
の
引
き
上
げ

と
な
っ
て
い
る
。

資
材
高
騰
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
な
ど
対
応
支
援
策
を

Q
建
設
業
界
で
は
資
材
高
騰
な

ど
で
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
追
い
打
ち
で
イ
ン

ボ
イ
ス
が
あ
る
。
ど
う
い
う
支
援

策
が
あ
る
か
。

A
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

は
町
内
で
影
響
を
受
け
る
人
が
多

く
い
る
こ
と
の
認
識
は
あ
る
が
、

制
度
の
周
知
と
導
入
に
結
び
付
け

る
こ
と
も
町
の
使
命
で
あ
り
、
了

承
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
支
援

策
は
具
体
的
に
な
い
が
必
要
が
あ

れ
ば
商
工
会
等
と
協
議
の
上
検
討

す
る
。

Q
直
接
支
援
が
な
い
、
今
後
検

討
を
要
望
。
生
き
残
り
を
か
け
た

夏
に
な
る
。
９
月
補
正
で
で
も
支

援
策
を
再
考
し
て
ほ
し
い
。

A
臨
時
交
付
金
活
用
で
町
民
の

生
活
を
支
え
る
こ
と
が
大
き
な

柱
。
今
年
度
交
付
分
に
つ
い
て
は

か
な
り
の
残
額
が
あ
る
。
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
各
課
局
で
検
討

中
。
９
月
補
正
予
算
で
の
審
議
に

か
け
た
い
。

特
定
配
当
等
に
か
か
る
所

得
税
の
課
税
方
式
の
変
更

の
影
響
は

Q
特
定
配
当
等
に
か
か
る
所
得

と
特
定
株
式
等
譲
渡
取
得
金
額
に

か
か
る
所
得
の
課
税
方
式
の
変
更

に
つ
い
て
。
今
回
の
改
定
に
よ
り

ど
れ
だ
け
の
人
が
影
響
を
受
け
る

の
か
。

A
特
定
配
当
と
特
定
株
式
等
譲

渡
所
得
に
つ
い
て
今
回
の
改
正
で

分
離
課
税
し
た
場
合
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
影
響
が
出
る
人
数
は
全

体
で
43
人
、
金
額
の
概
算
は
約

１
１
４
万
円
。
内
訳
と
し
て
重
複

す
る
人
を
含
み
特
定
配
当
該
当
人

数
は
39
人
、
概
算
金
額
約
81
万

円
、
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
該

当
人
数
は
25
人
、
既
算
金
額
約

１
０
２
万
円
。

非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害

の
申
請
や
相
談
体
制
は

Q
非
常
勤
職
員
が
公
務
災
害
を

受
け
た
場
合
の
申
請
に
つ
い
て
。

腰
痛
な
ど
の
場
合
、
本
人
申
請
と

町
が
違
う
見
解
の
場
合
な
ど
あ
る

の
か
。
非
常
勤
職
員
の
割
合
が
多

く
な
っ
て
い
る
か
ら
相
談
受
付
体

制
を
き
ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。
考

え
は
あ
る
か
。

A
公
務
災
害
の
申
請
の
手
順
と

し
て
、
ま
ず
は
本
人
か
ら
の
申
請

を
受
け
、
町
か
ら
上
部
へ
の
申
請

を
行
う
。
職
員
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
本
人
の
状
況
や
主
治
医
の
診

断
な
ど
で
判
断
を
し
て
い
く
。
衛

生
委
員
会
で
職
員
の
健
康
管
理
を

計
っ
て
い
る
。
産
業
医
も
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
受
診
を
進
め
て

い
る
。

建設中の温泉施設
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要望 

相
談
の
受
付
体
制
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

保
育
園
へ
の
町
独
自
の
支

援
策
は

Q
保
育
園
な
ど
へ
の
町
独
自
の

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

か
つ
て
民
間
保
育
園
運
営
費
補
助

１
人
１
５
０
０
円
だ
っ
た
が
な
く

な
っ
た
の
か
。

A
現
在
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。Qコ

ロ
ナ
禍
の
中
で
諦
め
ず
に

頑
張
っ
て
い
る
保
育
所
へ
の
補
助

は
、
町
と
し
て
も
行
う
べ
き
だ
。

多
く
の
保
育
園
は
国
の
配
置
基
準

が
あ
ま
り
に
も
低
い
た
め
に
、
子

ど
も
の
安
全
と
成
長
の
た
め
に

保
育
士
の
加
配
を
行
っ
て
い
る
。

町
こ
そ
が
補
助
を
す
べ
き
と
考

え
る
。

A
保
育
士
の
仕
事
は
や
り
が
い

が
あ
る
も
重
労
働
。
条
件
の
悪
い

中
で
就
労
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

の
認
識
は
あ
る
。

Q
児
童
福
祉
法
で
自
治
体
は
児

童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
を
適
切

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
責
任
も
あ
る

が
放
置
し
て
お
け
な
い
。
子
育
て

支
援
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
や

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
保
育
士
支

援
の
施
策
は
子
ど
も
を
守
る
お

金
で
も
あ
る
。

A
厳
し
い
状
況
へ
の
認
識
を
持

ち
な
が
ら
国
県
の
施
策
を
受
け
つ

つ
、
滑
川
町
独
自
の
支
援
に
つ
い

て
研
究
検
討
し
て
い
き
た
い
。

み
な
し
支
援
員
の
導
入

Q
学
童
保
育
の
職
員
確
保
が
困

難
な
た
め
に
条
例
改
正
と
い
う
こ

と
だ
が
、
み
な
し
支
援
員
は
現
在

い
る
の
か
。

A
１
園
に
１
名
い
る
。

要望 

最
長
２
年
間
「
み
な
し
支
援

員
」
と
し
て
無
資
格
で
勤
務
が
可

能
と
な
る
制
度
で
、
無
資
格
者
を

長
期
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て

し
ま
う
。
子
ど
も
の
環
境
改
善
が

目
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
が
阻
害

さ
れ
な
い
た
め
の
指
導
・
監
督
を

認
識
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の
人

材
確
保
に
は
労
働
条
件
の

改
善
必
要

Q
学
童
の
支
援
員
に
つ
い
て
、

人
材
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
の

規
制
緩
和
だ
が
他
産
業
と
比
べ
て

低
賃
金
過
密
労
働
が
問
題
だ
。

A
保
育
現
場
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
昨
年
末
に
処
遇
改
善
と
い
う

こ
と
で
加
算
手
当
が
出
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
厳
し
い
条
件
で
の
勤

務
。
支
援
員
の
配
置
基
準
が
児
童

20
人
未
満
だ
と
２
人
以
上
、
20
人

以
上
だ
と
３
人
以
上
必
要
。
そ
の

う
ち
の
１
人
を
み
な
し
支
援
員
で

２
年
間
管
理
し
な
が
ら
保
育
を
お

願
い
す
る
。

Q
労
働
環
境
が
厳
し
い
が
、
魅

力
の
な
い
職
場
で
は
な
い
。
こ
こ

へ
の
町
か
ら
の
独
自
支
援
は
あ

る
の
か
。

A
学
童
、
保
育
に
対
し
て
の
加

算
メ
ニ
ュ
ー
は
国
で
は
あ
る
が
、

町
単
独
事
業
で
は
な
い
。

要望 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
所
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
有
資
格
者
で
の
保
育

は
保
護
者
の
希
望
で
も
あ
る
。
町

独
自
で
の
支
援
が
必
要
。

ハルムこども園（羽尾） 第二ハルム保育園（羽尾）

第１わくわくクラブ（羽尾） 第2わくわくクラブ（月の輪小学校内）

どんぐり保育園（都） 第二どんぐり保育園（月輪）

第５わくわくクラブ（月の輪） 第 6わくわくクラブ（月の輪）

つきのわ保育園（月輪） 白い馬保育園・白い馬っ子学童クラブ（福田）

第３わくわくクラブ（福田小学校内） 第 4わくわくクラブ（月輪）

よつば保育園・学童クラブよつば（羽尾） つきのわ学童クラブ（都）

第７わくわくクラブ（滑川幼稚園内） 森のこクラブ（みなみ野）

滑川町認可保育園・学童保育施設一覧
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常任委員会活動計画

総務経済建設常任委員会 文教厚生常任委員会

７月 ゴミ・リサイクル処理施設視察（オリックス
資源環境センター、リバー、はまや都作業所）

10月 本町における交通安全対策と防犯対策事業の
調査研究

11月
東松山工業団地視察（優良企業）、北部地域
産業振興エリア現地調査（嵐山小川インター
からのアクセス道路）

１月 埼玉県市野川流域下水道視察（市野川水環境
センター）

６月
ICT を活用した授業（滑川中学校）、特認校
を視野に入れる活動・環境づくり（福田小学
校）（放課後子供教室）

７月 ゴミ・リサイクル処理施設視察（オリックス
資源環境センター、リバー、はまや都作業所）

10月 自校式学校給食視察

11月 保育園視察（どんぐり保育園、いちご保育室、
よつば保育園）

１月 町内の史跡を知る（横穴墓碑、天神仏、わに
ぐち、ヒギ＆勢至堂、愚禅和尚）

　本委員会の協議会は、定例会開催以外の月に１回程度開催し、緊急案件等が発生した場合は、随時開催します。
　所管する事務事業について、年間計画に沿って調査を行います。また、提出議案の審議や請願及び陳情の審査を
行います。

委
員
長　
　
吉
野　
正
浩

副
委
員
長　
内
田　
敏
雄

委
員　
　
　
北
堀　
一
廣

委
員　
　
　
松
本　
幾
雄

委
員　
　
　
阿
部　
弘
明

委
員　
　
　
宮
島　
一
夫

議
長　
　
　
瀬
上　
邦
久

委
員
長　
　
菅
間　
孝
夫

副
委
員
長　
上
野　
葉
月

委
員　
　
　
井
上
奈
保
子

委
員　
　
　
高
坂　
清
二

委
員　
　
　
紫
藤　
　
明

委
員　
　
　
上
野　
　
廣

議
長　
　
　
瀬
上　
邦
久

総務経済建設常任委員会の所管課 文教厚生常任委員会の所管課

委員会の方針

活動計画 活動計画

町
民
保
険
課

福
祉
課

高
齢
介
護
課

健
康
づ
く
り
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

環
境
課

教
育
委
員
会
事
務
局

総
務
政
策
課

会
計
課

税
務
課

産
業
振
興
課

建
設
課

環
境
課

上
下
水
道
課

議
会
事
務
局
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小川地区衛生組合議会
臨時会

比企広域市町村圏組合議会
臨時会

≪付議された議案≫
１、議案第14号　�専決処分の承認について

（人事院規則の改正に伴
い、緊急に職員の育児休
業等に関する条例の一部
を改正する必要が生じた
ため。）

２、議案第15号　�財産の取得について（滑川
分署水槽付消防ポンプ自
動車）

３、議案第16号　�財産の取得について（小川
消防団第一分団第四部消
防ポンプ自動車）

４、議案第17号　�比企広域市町村圏組合一
般職職員の給与に関する
条例の一部を改正する条
例の制定について

　付議された議案４件は、いずれも原案の
とおり可決されました。

期日　令和４年５月13日（金）
場所　小川町役場議場
　令和４年度第１回臨時議会の報告を申し
上げます。
　新たに議員となったときがわ町の２名が
自己紹介を行いました。
　また、議案審議は１件で３月31日小川町
職員の異動に伴い、退任となった前副町長
の後任である藤井大司（ふじいだいじ）副町
長を当組合の副管理者に選任するものです。
　質疑等なく全員賛成により選任されまし
た。

期日　令和４年５月24日（火）
場所　東松山市役所議場

１　吉野　正浩　▶P. ８
　◦�本町の交通安全
　◦�学校の交通安全
　◦�歴史・史跡と町の活性化

２　内田　敏雄　▶P. ９
　◦�防災対策
　◦�観光振興施策

３　阿部　弘明　▶P.10
　◦�補聴器購入補助制度
　◦�地元産の野菜を学校給食へ
　◦�パートナーシップ制度導入
　◦�暮らしを守る施策
　◦�平和のための外交政策

４　上野　葉月　▶P.11
　◦埼玉中部資源循環組合の負担額
　◦長期欠席者への給食提供と費用負担
　◦�新型コロナ感染症対策としてのマスクの目

的と効果
　◦濃厚接触者は誰が判定するのか

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　６月定例会では４人の議員による一般質問が行わ
れ、町政全般について活発に議論されました。なお、
議論の詳細については、下記をぜひご覧ください。

●議事録 ※次の定例会までに公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音
声インターネット配信（録音）→滑川
町議会音声インターネット配信 議 会

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう
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交通事故件数は減少傾
向にある

本町の交通安全対策と
成果は問

答

問　
町
の
交
通
事
故
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、

町
民
の
安
心
・
安
全
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
本
町
に
お
け
る
交
通

事
故
の
発
生
状
況
と
町
の
交
通

安
全
対
策
は
。

答　
本
町
の
交
通
事
故
の
状
況

は
、
令
和
元
年
と
比
較
す
る
と
減

少
し
て
お
り
、
比
企
郡
市
１
市
７

町
で
は
、
事
故
件
数
、
負
傷
者
数

と
も
に
中
程
に
位
置
し
て
い
る
。

な
お
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継

続
日
数
は
、
本
年
６
月
２
日
現
在

１
７
４
６
日
で
県
内
63
市
町
村
中

上
位
８
位
と
な
っ
て
い
る
。
町
の

交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
は
、
啓

発
活
動
、
各
種
交
通
安
全
団
体
へ

の
活
動
の
支
援
、
交
通
指
導
員
の

配
置
な
ど
で
あ
る
。

交通指導員・スクールガードリーダーに
見守られながらの安全通学

吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

学
校
に
お
け
る
交
通
安

全
対
策
は

問　
昨
年
実
施
し
た
通
学
路

安
全
総
点
検
の
結
果
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答　
点
検
は
、
保
護
者
・
教
職

員
に
よ
り
実
施
し
、
町
内
39
か
所

の
危
険
個
所
が
あ
っ
た
。
主
な
内

容
は
、
木
や
雑
草
に
よ
り
見
通
し

が
悪
い
、
歩
道
が
狭
い
、
交
差
点

に
信
号
機
が
無
く
危
険
な
ど
で
、

予
算
が
必
要
な
も
の
も
含
め
ほ
と

ん
ど
の
個
所
は
対
応
済
み
で
あ

る
。
今
後
も
、
教
職
員
に
よ
る
巡

回
指
導
や
通
学
路
の
安
全
点
検
を

実
施
し
て
い
く
。

問　
中
学
校
通
学
時
に
お
け

る
自
転
車
事
故
発
生
の
状
況
と

安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

答　
今
年
の
４
月
か
ら
５
月
に

発
生
し
た
事
故
件
数
は
、
自
損
で

重
傷
１
件
、
軽
傷
10
件
、
車
両
等

と
の
関
連
事
故
で
軽
傷
２
件
で
、

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
減
少
し

て
い
る
。
安
全
対
策
と
し
て
は
、

中
学
校
に
お
け
る
自
転
車
安
全
教

室
や
警
察
と
連
携
し
た
安
全
講
習

の
実
施
。
ま
た
今
年
度
は
、
全
校

集
会
・
学
年
集
会
・
学
級
な
ど
の

場
面
で
交
通
安
全
指
導
を
よ
り
充

実
さ
せ
た
。
さ
ら
に
安
全
主
任
を

中
心
に
定
期
的
な
安
全
指
導
と
適

時
の
全
体
・
個
別
指
導
な
ど
を
実

施
し
、
自
転
車
通
学
時
に
お
け
る

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。

要望 

生
徒
に
対
す
る
安
全
マ

ナ
ー
・
交
通
ル
ー
ル
な
ど
の
安
全

教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

歴
史
・
史
跡
と
町
の
活

性
化

問　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
放
送
を
契
機
と
し

て
、
本
町
及
び
比
企
市
町
村
推

進
協
議
会
は
、
魅
力
発
信
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
計

画
は
。

答　
町
と
し
て
は
「
比
企
氏
物

語
」
の
紙
芝
居
が
好
評
の
た
め
、

こ
れ
を
活
用
し
た
事
業
展
開
や
観

光
協
会
と
共
同
し
た
誘
客
宣
伝
を

推
進
す
る
。
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
大
河
ド
ラ
マ
関
係
者
ま
た
は

歴
史
に
詳
し
い
方
を
招
い
て
の
講

演
会
を
９
月
中
旬
を
目
途
に
開
催

す
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
の
事
業
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
魅
力
発
信
事
業
に
お
け

る
成
果
・
反
響
等
は
。

答　
報
道
・
放
映
回
数
は
、
今

年
の
１
月
か
ら
５
月
末
日
ま
で
で

19
件
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
数
は
、
６
９
７
２
件
と
な
っ
て

い
る
。
観
光
協
会
へ
の
資
料
請
求

な
ど
問
い
合
わ
せ
も
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
谷
津
田
米
の
販
売
も

好
調
で
あ
る
。
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森林公園中央口

広報誌やホームページで
啓発していく

自主防災組織が形骸化
しているのでは問

答

防
災
対
策
は

問　
自
主
防
災
組
織
は
高
齢

化
や
都
市
化
に
よ
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
か
ら
組
織
の
形
骸
化

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
行
政
は

ど
う
対
応
す
る
か
。
ま
た
、
町

の
避
難
情
報
等
の
発
令
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
町
内
の
全
行
政
区
で
自
主

防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
自

主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を
補
助

し
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

継
続
し
た
啓
発
活
動
を
行
う
。
昨

年
か
ら
中
学
校
の
避
難
訓
練
に
は

消
防
団
も
参
加
協
力
を
し
、
家
庭

科
の
授
業
で
防
災
教
育
を
導
入
し

て
若
年
層
へ
の
啓
発
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
た
防
災
会
の
活
動

は
住
民
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
防

災
活
動
の
み
な
ら
ず
防
犯
活
動
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
健

康
づ
く
り
な
ど
地
域
活
動
を
推
進

す
る
な
ど
様
々
な
場
面
を
活
用
し

て
い
く
。
避
難
情
報
発
令
は
基
準

と
な
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し

て
い
る
。
気
象
庁
が
発
す
る
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
県
、
県
土
事

務
所
と
情
報
伝
達
、
情
報
共
有
を

は
か
り
、
こ
れ
に
伴
う
町
の
防
災

体
制
と
避
難
情
報
の
発
令
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
。
現
行
は
、
高
齢

者
等
の
要
配
慮
者
、
通
常
の
避
難

指
示
、
緊
急
安
全
確
保
の
３
段
階

で
地
区
毎
に
指
定
す
る
と
な
っ
て

い
る
。

観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て

問　
町
に
は
国
営
武
蔵
丘
陵

森
林
公
園
と
い
う
大
き
な
観
光

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

資
産
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
活

か
し
切
れ
て
い
な
い
。
観
光
需

要
を
取
り
込
む
稼
げ
る
町
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
事
業
と
し
て 

①
谷
津
の
里

事
業
、
②
農
産
物
３
本
柱
（
谷
津

田
米
、
ポ
ロ
タ
ン
栗
、
コ
ロ
柿
）

事
業
、
③
タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
関
連
事

業
、
④
観
光
協
会
事
業
、
⑤
新
た

な
滑
川
町
の
魅
力
発
見
の
事
業 

を
推
進
し
て
い
る
。
観
光
資
源
で

あ
る
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
と

既
存
施
設
で
あ
る
里
づ
く
り
事
業

を
連
携
さ
せ
、
谷
津
の
里
事
業
や

伊
古
の
里
事
業
を
活
用
し
た
農
業

体
験
や
市
民
農
園
の
貸
し
出
し
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
で
観
光
客
誘
致
を
し
て

い
き
た
い
。

防災気象情報をもとにとるべき行動と相当する警戒レベルについて
地方自治体は防災気象情報を「行動指南型」の避難情報発令の目安のひとつとしています。

（気象庁ホームページより抜粋　令和 4 年 6 月）

情報 とるべき行動 警戒レベル

大雨特別警報
氾濫発生情報

　地元の自治体が警戒レベル５緊急安全確保を
発令する判断材料となる情報です。災害が発生ま
たは切迫していることを示す警戒レベル５に相
当します。
　何らかの災害がすでに発生している可能性が
極めて高い状況となっています。命の危険が迫っ
ているため直ちに身の安全を確保してください。

警戒レベル５相当

土砂災害警戒情報
危険度分布「非常に危
険」（うす紫）
氾濫危険情報
高潮特別警報
高潮警報

　地元の自治体が警戒レベル４避難指示を発令
する目安となる情報です。危険な場所からの避難
が必要とされる警戒レベル４に相当します。
　災害が想定されている区域等では、自治体から
の避難指示の発令に留意するとともに、避難指示
が発令されていなくてもキキクル（危険度分布）
や河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断を
してください。

警戒レベル４相当

大雨警報（土砂災害）※
１
洪水警報
危険度分布「警戒」（赤）
氾濫警戒情報
高潮注意報（警報に切り
替える可能性が高い旨
に言及されているもの
※２）

　地元の自治体が警戒レベル３高齢者等避難を
発令する目安となる情報です。高齢者等は危険な
場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に
相当します。
　災害が想定されている区域等では、自治体から
の高齢者等避難の発令に留意するとともに、高齢
者等以外の方もキキクル（危険度分布）や河川の
水位情報等を用いて避難の準備をしたり自ら避
難の判断をしたりしてください。

警戒レベル３相当

危険度分布「注意」（黄）
氾濫注意情報

　避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２
に相当します。
　ハザードマップ等により、災害が想定されてい
る区域や避難先、避難経路を確認してください。

警戒レベル２相当

大雨注意報
洪水注意報
高潮注意報（警報に切
り替える可能性に言及
されていないもの※
２）

　避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２
です。
　ハザードマップ等により、災害が想定されてい
る区域や避難先、避難経路を確認してください。

警戒レベル２

早期注意情報（警報級
の可能性）
注：大雨に関して、[高]
または[中]が予想され
ている場合

　災害への心構えを高める必要があることを示
す警戒レベル１です。
　最新の防災気象情報等に留意するなど、災害へ
の心構えを高めてください。

警戒レベル１

※１�　夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、高齢者等は危険
な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当します。

※２　警報に切り替える可能性については、市町村ごとの警報・注意報のページで確認できます。
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補
聴
器
購
入
補
助
制
度

導
入
を

問　
町
の
「
加
齢
性
難
聴
者

へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
」

の
導
入
を
。
そ
の
際
、
購
入
時

の
調
整
や
購
入
後
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
制
度
を
。

答　
「
滑
川
町
高
齢
者
補
聴
器
購

入
事
業
」
を
令
和
４
年
９
月
か
ら

開
始
す
る
。
対
象
は 

①
満
65
歳

以
上 
②
町
内
に
住
所
を
有
し
居

住 

③
住
民
税
非
課
税
世
帯 

④
聴

覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
が
い
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
な
い 

⑤
医
師

に
よ
る
意
見
書
が
必
要
。
助
成
金

額
は
購
入
費
範
囲
内
で
２
万
円
が

限
度
。
助
成
は
１
回
限
り
。
申
請

に
必
要
な
意
見
書
は
耳
鼻
科
医
に

限
定
せ
ず
、
か
か
り
つ
け
の
内
科

医
な
ど
が
認
め
る
場
合
も
該
当
。

で
地
元
産
の
野
菜
を
使
っ
た
給
食

を
提
供
し
好
評
だ
っ
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
導
入
を

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
の
導
入
は
急
速
に
拡
大
し
、

人
口
カ
バ
ー
率
は
40
％
を
超
え

証
明
を
受
け
た
カ
ッ
プ
ル
は

２
０
１
８
組
に
達
す
る
。
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
導

入
を
求
め
る
。

答　
導
入
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。

暮
ら
し
を
守
る
施
策
と

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
影

響
と
対
策
を

問　
物
価
の
高
騰
が
住
民
生

補
聴
器
は
毎
日
の
生
活
を
守
っ
て

く
れ
る
重
要
な
機
器
。
開
始
後
も

検
討
を
重
ね
滑
川
モ
デ
ル
を
作
っ

て
い
く
。

自
給
率
向
上
の
た
め
に

も
地
元
産
の
有
機
野
菜

を
学
校
給
食
へ

問　
今
年
の
新
米
よ
り
米
飯

給
食
が
す
べ
て
滑
川
産
の
「
谷

津
田
米
」
に
な
る
。
給
食
費
の

無
償
化
を
続
け
る
町
が
地
元
で

生
産
さ
れ
た
安
全
な
お
米
を
提

供
す
る
の
は
、
食
育
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
も
有
効
だ
。
自
給

率
向
上
の
た
め
に
も
地
元
産
の

野
菜
な
ど
も
給
食
に
活
用
す

べ
き
。

答　
日
常
的
に
滑
川
産
の
野
菜

を
学
校
給
食
で
提
供
す
る
の
は
課

題
が
多
い
。
昨
年
度
は
初
の
試
み

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

活
を
直
撃
し
て
い
る
。
事
業
者

支
援
、
住
民
へ
の
給
付
金
や
水

道
料
金
の
減
額
な
ど
を
求
め

る
。
ま
た
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
の
対
策
を
求
め
る
。

答　
水
道
料
金
の
２
か
月
分
の

基
本
料
金
の
減
額
。
令
和
４
年
度

新
た
に
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

に
な
っ
た
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯

が
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付
対
象

に
な
る
。
国
は
家
計
急
変
生
活
困

難
に
対
応
す
る
た
め
新
た
な
交
付

金
を
予
定
。
９
月
補
正
で
予
算
化

を
検
討
。

国
に
平
和
の
た
め
の
外
交

政
策
を
求
め
る
意
見
を

問　
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
を

機
会
に
「
日
本
も
軍
備
を
増
強

す
べ
き
」
な
ど
の
声
が
あ
る
。

こ
の
方
向
は
平
和
を
危
う
く
す

る
。
戦
争
に
し
な
い
た
め
の
努

力
が
必
要
だ
。
国
に
「
戦
争
に

し
な
い
た
め
の
平
和
外
交
を
求

め
る
」
意
見
を
挙
げ
る
こ
と
を

求
め
る
。

答　
防
衛
費
の
増
大
で
世
界
や

ア
ジ
ア
地
域
で
の
安
全
保
障
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
の

か
を
含
め
て
慎
重
に
判
断
す
べ

き
だ
。

県内２番目の補聴器購入
補助事業を開始

加齢性難聴者への
補聴器購入補助制度を問

答

高齢者難聴（共産党調べ）

昨年の地元産野菜を使った学校給食
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解
散
と
な
っ
た
埼
玉
中
部

資
源
循
環
組
合
の
残
務

問　
２
０
２
２
年
４
月
か
ら

可
燃
ご
み
の
処
理
施
設
が
オ

リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式
会
社

へ
の
変
更
と
な
り
、
可
燃
ご
み

処
理
の
予
算
額
は
増
加
し
た
。

こ
の
前
に
、
９
市
町
村
か
ら
な

る
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

で
吉
見
町
に
ご
み
焼
却
施
設

を
建
設
す
る
計
画
が
あ
り
、

２
０
１
９
年
夏
に
頓
挫
し
た
。

最
終
的
な
負
担
額
と
、
今
も
残

る
対
処
事
項
は
あ
る
か
。

答　
負
担
総
額
は
９
３
４
７
万

円
で
あ
り
、
返
還
分
を
除
く
実
質

負
担
額
は
３
７
１
９
万
円
。
係
争

中
の
裁
判
は
３
件
。
裁
判
費
用
を

含
め
承
継
事
務
団
体
で
あ
る
吉
見

町
に
残
す
事
務
費
は
１
２
４
２
万

円
で
あ
る
。

要望 

大
き
な
課
題
を
残
し
た
ま

ま
中
止
と
な
り
３
７
１
９
万
円
の

損
失
を
出
し
た
失
敗
と
言
え
る
事

業
。
今
後
は
ゴ
ミ
行
政
の
誠
実
な

報
告
・
情
報
開
示
と
審
議
を
約
束

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
期
欠
席
者
へ
の
給
食

提
供
と
費
用
負
担

問　
昨
年
度
12
月
議
会
で
改

善
の
回
答
が
あ
っ
た
長
期
欠
席

者
へ
給
食
を
発
注
し
続
け
て
い

た
件
へ
の
現
在
の
対
応
は
。

答　
保
護
者
へ
意
思
確
認
し
「
学

校
等
給
食
事
業
停
止
申
請
書
」
等

の
提
出
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
周

知
が
不
足
し
て
い
た
。
早
急
に

対
応
す
る
。

問　
不
登
校
児
童
は
給
食
費

無
償
の
経
済
的
恩
恵
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
の
解
消
策
は
。

答　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通

う
方
も
新
た
に
補
助
対
象
と
す
る

要
綱
改
正
を
行
い
、
各
手
続
き
を

経
て
、
年
度
末
の
一
括
交
付
を
考

え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
の
マ
ス
ク
と
効
果

問　
マ
ス
ク
を
す
る
目
的
は
。

答　
マ
ス
ク
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
患
者
の
対
面
す
る
人
へ
の

曝
露
量
を
減
ら
す
効
果
と
、
吸
い

込
み
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

問　
熱
中
症
対
策
は
。

答　
登
下
校
時
の
暑
さ
対
策
と

し
て
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。

要望 

温
度
・
湿
度
と
も
高
い
中
、

一
日
中
口
元
に
あ
る
マ
ス
ク
は
衛

生
的
で
は
な
い
。
感
染
ル
ー
ト
は

飛
沫
で
は
な
く
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
さ

れ
て
き
て
お
り
、
マ
ス
ク
効
果
は

説
得
力
に
欠
け
る
。
学
校
内
で
２

年
半
行
っ
て
き
た
マ
ス
ク
装
着
の

ほ
ぼ
強
制
的
な
指
導
、
残
暑
の
通

学
、
こ
れ
ら
の
中
で
通
学
中
に
何

か
起
こ
っ
た
ら
、
私
は
天
災
で
は

な
く
人
災
だ
と
思
う
。

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

濃
厚
接
触
者
の
判
定

問　
誰
が
判
定
す
る
の
か
。

答　
民
間
の
事
業
所
は
事
業
主

が
特
定
し
、
保
健
所
は
家
族
や
高

齢
者
施
設
で
の
特
定
を
行
っ
て
い

る
。
町
は
特
定
を
行
っ
て
い
な
い

が
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
保
健

セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。

感染防止のため、マスクにより
ウイルス吸収量を抑える効果がある

学校でマスクをする
目的と効果は問

答

学校での新型コロナ感染症に関連する欠席　（2020年 4月〜 2022年 5月 -2年間） ( 単位：人 )

滑川幼稚園 宮前小学校 福田小学校 月の輪小学校 滑川中学校
1 陽性者数 12 46 4 51 33
2 その欠席日数 46 469 40 460 490
3 新型コロナウイルス感染症を

理由とする欠席者数 1567 758 575 904 1949

4 その欠席日数 3539 2258 681 1593 2155
5 新型コロナワクチンを理由と

する欠席者数 3 12 12 16 367

＊1：PCR 検査対象数は把握していないため陽性率は不明。
＊3：�陽性者の欠席の数は含まず。コロナ不安・本人の体調不良等、家族内に PCR 検査対象者・濃厚接触者・自宅待機者

がいた場合の欠席を含む。
＊5：接種後の副反応により欠席した者の人数
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令和４年度予算審査特別委員会内、『森林公園利用補助』について（Ｐ４）

Ｑ� �子育て家庭への利用補助事業の検討によって、子どものいない40～ 50代夫婦にとって楽しみである
森林公園年間パスポート購入補助はなくさないでほしい。

Ａ� �子育て家庭への利用補助が実現したとしても森林公園年間パスポートの利用補助がなくなることはあ
りません。パスポート補助は町民の健康づくりのため、子育て家庭への補助券は町内中規模公園の少
なさを補うための森林公園の活用であり、目的を別にしたものであり両立します。
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米
は
、
今
年
の
新
米
か
ら

通
年
で
滑
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町
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「
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に
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り
ま
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。

…
表
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を
背
に
谷
津
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を
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て
る
羽
尾
平
の

田
ん
ぼ
で
す
。

次の定例会予定は
９月２０日（火）～

議会だよりの感想・ご意見を募集します

　「氏名」「連絡先」（匿名可）をご記入の上、見出
しに「議会だよりの感想」と明記の上、下記までお
送りください。いただいたご意見等につきましては、
一部を議会だよりにて紹介していく予定です。
宛先：滑川町議会事務局
〒３５５-8585 埼玉県比企郡滑川町大字福田７５０番地１
TEL. ０４９３- ５６- ６９１３　FAX. ０４９３- ５６- ５５２２
E-mail na3411801@town.namegawa.lg.jp

議 会

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

第１４５号議会だよりについてご意見をいただきました！
議会だよりへのご意見に
議員がお答えします！

令和₃年₉月～令和₄年₆月までの
傍聴者数

0

10

20

R３
９月

11人 10人
5人

12人

R４
12月

R４
３月

R４
６月

12


